
２００5年5月23日
インフォテクノスコンサルティング株式会社

弊社取締役がIBM Software World2005でセミナーを行ないました。

インフォテクノスコンサルティング株式会社（渋谷）の取締役業務本部長である斉藤由美が、去る５月１８
日 （ 水 ） に 、 日 本 ア イ ・ ビ ー ・ エ ム 株 式 会 社 主 催 の IBM Software World2005（
http://www.idg.co.jp/expo/isw/index.html）　において、セミナーを行ないました。

１７時からという時間帯ながら、多くの方にお越しいただくことができました。誠にありがとうございまし
た。

テーマは、「経営に貢献するＩＴ活用　－　カルビー様における経営情報システムの構築」　
Lotus Notes/Dominoを活用し、ＳＡＰ（Ｒ／３・ＢＷ）・Ｏｒａｃｌｅと連携した製造工程管理、商品情報管理
、営業情報管理、勤怠情報管理など、経営判断に必要な各種情報をタイムリーに提供するシステムの
構築についてご紹介いたしました。

Lotus　Notesとツールが、どこまで経営をダイレクトにサポートすることができるのか、よくご理解いただ
ける内容になっております。資料を添付しておりますので、是非ご参照ください。



　経営に貢献するIT活用

　カルビー様における経営情報システムの構築
　　 Lotus Notes Domino活用事例

インフォテクノスコンサルティング株式会社

取締役業務本部長

斉藤由美

２００５年５月１８日



本日の講演内容

第１部　　カルビー様とNotes Domino
– カルビー様情報システムにおける弊社の役割

– IT部門への期待・要望
– ノーツ導入～現在までの軌跡

– 現在のノーツ稼動・利用状況

– 現在のノーツサーバー構成

– ノーツは“もうひとつの基幹システム”として機能

– 主なノーツ業務アプリケーション

– 業務系システムの構築ツールとしてノーツが優れている理由

– 業務アプリケーションを開発・運用するうえで注意していること

第２部　　アプリケーション事例紹介
– 事例①－商品管理システムの概要

– 事例②－製造工程管理システムの概要

– 事例③－勤怠システムの概要

– 事例④－営業支援システムの概要

– 事例⑤－経営コクピットシステムの概要

– バックグラウンドエージェントのモニター管理



カルビー様情報システムにおける弊社の役割

★2000年～ カルビー様のノーツ開発・保守・運用サポート全般を担当
– 2004年秋より、リコーテクノシステムズ㈱様、京セラコミュニケーションシステム㈱様に
加わっていただくことにより、ノーツチームを大幅にパワーUp

★2004年から稼動している Oracleの設計・開発を担当
– Oracleを主にノーツのバックエンドシステムとして利用。経営情報分析システム（以下
「経営コクピットシステム」と呼ぶ）の元データを管理するデータストアとしても重要な位
置付けになっている

★SAP-R3のコンサルティング・開発経験を活かし、SAP担当パートナー
様との共同案件を担当
– R3のSTRAC（戦略会計）システム、APO（生産計画システム）などとノーツを連携

★業務アプリケーション構築においては、IT企画担当者およびユーザー
担当者とともに上流工程から参画



IT部門への期待・要望

変化へのスピーディな対応

ユーザーの業務品質の維持・向上

ITコストの適正制御

VOC（Voice Of Customer）起点の発想

・最も重要視されているのが「スピード」。戦略・方針変更への柔軟な対応が強く求められている

・「品質」も重要なキーワード。業務品質の向上　⇒　サービスレベルの向上へ必ずつなげる

・「適正」なコストを実現するため、ITパートナーの管理・運用を「戦略的アウトソーシング部隊」に委託

・「Customer」とは　・・・　お客様、お取引先様、従業員、ユーザーなど全てを指す



ノーツ導入～現在までの軌跡

2001年
テーマ：　SAP等他システムと連携した業務支援アプリケーションの本格導入

・商品管理システム、一般購買管理システムなど

2002年
テーマ：　経営コクピットシステムの構築

・SAPや他レガシーシステムと連携した「ノーツ経営コクピットシステム」稼動

2003年
テーマ：　業務プロセスの指標化とマネジメントのIT支援

・製造工程管理システムなど、現場マネジメントのツールとなるアプリケーション稼動

2004年
テーマ：　営業支援システムの再構築、管理系業務のサービスレベル向上

・個店カルテ（SOHO向け）、プロモーション企画、勤怠管理システム（工場含む）など

1999年

2000年
テーマ：　業務効率化、ワークフロー

・経費精算システム、勤怠システム（ホワイトカラー用）、クレーム管理システムなど

テーマ：　Notes Domino R5.0導入。メール＆情報共有

・メール、ライブラリ、掲示板など標準のアプリケーション利用開始

2005年 テーマ：　ポータル導入、R6.5へのバージョンアップなど検討開始



現在のノーツ稼動・利用状況

約2000ユーザーがノーツクライアントを利用

上記サーバーは全て外部のデータセンターにてハウジング

バックグラウンドエージェントの数は、約1750本／日次

メインのサーバーは合計６台。他に“経営コクピットシステム”専用サーバー有

上記以外に拠点用レプリカサーバーが16台稼動

オリジナルのエージェント監視システムにて稼動状況をモニター

ノーツのバージョンは R5.0

約200ユーザーがSOHO環境でノーツを利用

稼動しているノーツアプリの数は約50種類、300DB



現在のノーツサーバー構成

Notes

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ①

（Win2003）

Notes

ﾒｰﾙｻｰﾊﾞｰ

（Win2000）

Notes

ｴｰｼﾞｪﾝﾄ専用

(Win2003)

Notes

外部接続用ｻｰﾊﾞｰ

(Win2000)

Notes

経営ｺｸﾋﾟｯﾄｼｽﾃﾑ
集計用①

Notes

経営ｺｸﾋﾟｯﾄｼｽﾃﾑ
集計用②

Notes

経営ｺｸﾋﾟｯﾄｼｽﾃﾑ
集計用③

Notes

経営ｺｸﾋﾟｯﾄｼｽﾃﾑ
集計用④

Notes

経営ｺｸﾋﾟｯﾄｼｽﾃﾑ
集計用⑤

Notes

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ②

（Win2003）

Notes

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ③

（Win2003）

★ノーツ経営コクピッ
トシステムの運用、
およびバックアップ機
として5台利用

★SOHO従業員
接続・複製専用

全てWindows2003サーバー



ノーツは“もうひとつの基幹システム”として機能

●メッセージングインフラとしての機能
– メール、グループスケジュール

●情報系インフラとしての機能
– ライブラリ、掲示板、ディスカッション、文書管理

●業務アプリケーション構築インフラとしての機能
– 経営企画、生産、販売、会計、人事、管理など、あらゆる部門の業務を支援

●SAP－R3（基幹システム）の入出力インターフェイスとしての機能
– マスタ入力インターフェイス他、各種基幹データへの入出力機能をカバー

●経営コクピットシステムのコアエンジンとしての機能
– SAP-R3、Oracle等のデータを自動抽出・集計して週次でレポーティング＆配賦



主なノーツ業務アプリケーション （全て稼動中）

経営コクピット

【R3／Oracle連携】

経費精算・会計入力

【R3連携】

お客様の声（CRM）

商品カルテ

工場IT支援（ﾌﾟﾛｾｽ管理）
【 R3／Oracle連携】

勤怠管理

【R3／Oracle連携】

業務改善提案

経営・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

製造／開発

営業／CRM

商品管理／企画

管理／その他

原材料管理

名刺管理

品質規格・基準書管理

★経営コクピットシステムは下記の多
くの業務アプリケーションと連携

一般購買 稟議簿管理

商品鮮度管理

【Oracle連携】

個店カルテ（Sales支援）
【Oracle連携】

プロモーション企画・受注

【R3連携】

商品マスタ・通達管理

【R3連携】



“業務系システムの構築ツール”としてノーツが優れている理由

変化への柔軟性が高い

メッセージ機能（Mail）を標準で持っている

開発環境が整っている。開発工数が短い

情報の検索性が高い（特にビュー機能はすばらしい）

セキュリティ管理機能が充実している

サーバー増設が容易でコストも低いため、システム拡張性が高い

業務が変わってもインターフェイスに統一感を持たせることができる



業務アプリケーションを開発・運用するうえで注意していること

★パフォーマンス対策
– 文書数をある一定数に押さえるため、必ずアーカイブ処理を最初に設計。またはバック
エンドのシステムとしてオラクルを利用するなど

– 共有設計要素を使わない、プロフィール文書を活用する、同一アプリ内でDBを分けす
ぎない、処理用の隠しビューの設計をシンプルにする（Indexerが重い）など

★競合対策
– ワークフローの並列承認処理などでは必ずロック機能を用意。また、競合文書が発生し
た場合でも後続処理に影響を与えないような工夫をする

★ユーザー要件を鵜呑みにしない
– 特に現行業務がEXCELなどで行なわれている場合、現行業務イメージをそのままノー
ツ化しない。業務の再設計による最適なフォーム構成、処理プロセスを必ず検討する

★レポート出力機能は定型でバックグラウンド実行
– アウトプット機能については可能な限り定型化し、バックグラウンドで処理。複雑で重い
集計処理はクライアントで実行しない

★１台のアプリケーションサーバーに負荷をかけすぎない
– 特に更新頻度が高く、文書数が多い業務アプリケーションを集中させない。ある一定レ
ベルを超えると全DBのパフォーマンスが急激に悪化する



目的・用途・利用者の異なる複
数のシステムを連携し、情報の
検索性を高めている

事例－①　商品管理システムの概要

★複数部署、および様々な業務プロセスにおいて重要な“商品情報”をノーツドミノで統合管理

Notes

商品マスタDB

Notes

商品通達DB

Notes

商品カルテDB

Notes

品質規格基準DB

SAP-R3

商品マスタ

★商品の基本情報を管理。商品通達DBには、商
品の発売やﾘﾆｭｰｱﾙの連絡通知機能、および商品
マスタ登録・改定に関する承認フロー機能を持つ

★商品カルテとは、商品マスタより更
に詳しい商品の仕様（原料、ｱﾚﾙｹﾞﾝ情
報など）を管理するシステム。
・お客様（消費者）からのお問い合わせ
時にも参照。
・独自の承認フロー機能を持っている。

★品質規格基準DBは、製品の規格、
製造工程、製造基準などを管理するシ
ステム。
・独自の承認フロー機能を持っている。

Notes

原材料DB

承認済データをR3に転記



事例－②　製造工程管理システムの概要

★製造工程プロセス単位で評価指標を決め、日々の成果を担当者自身が確認できるしくみを実現

生産計画

原料検査 加工 味付 包装

資材管理

時間・人員 設備管理

品質管理

各製造工程における評価指標を決め、必要なデータを都度ノーツに入力

生産実績

SAP-R3と連携し、日々
の資材在庫／出庫、
ロスを管理

品質管理基準に基づき、
異常値を把握できるしく
みを実現

立案した生産計画をも
とに必要資材使用量を
自動算出

人と設備の配置・稼動状況を記録し、生
産性（効率）を日々算出

★本システムの導入により、製造現場のペーパーレス化も実現



事例－②　製造工程管理システムの概要【ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ用・分析ｸﾞﾗﾌ】

★製造現場マネジメントの重要な指標となるデータを日次で自動集計し、次のようなグラフを提供

SAMPLE

★ノーツスクリプトでEXCEL VBAをダイ
レクトにハンドリングしてグラフを自動生
成＆ノーツ文書に自動添付



事例－③　勤怠システムの概要

SAP

HR

Notes

勤怠DB（工場別）

Notes

経営ｺｸﾋﾟｯﾄDB

給与データはアウトソーシ
ング会社へ

労働時間は財務指
標等の他指標と組
み合わせて分析

HRマスタデータ
タッチパネルモニター

勤務実績送信（夜間自動）

打刻データ（10分毎）

≪工場≫
★タッチパネルで申請
①出退勤打刻
②有給休暇申請
③勤務予定＆実績参照

RDB
(Oracle9i)

過去データを保存

①マスタ管理（SAP-HRと連携）
②個人ｶﾚﾝﾀﾞｰ・勤務ｼﾌﾄ入力機能
③勤務データ申請（営業・ｽﾀｯﾌ）
④勤務データ修正
⑤有給休暇申請（営業・ｽﾀｯﾌ）
⑥応援時間入力
⑦勤務実績承認（Mgr）

月次確定データ送信

ノーツDB上からRDBにアクセスして
ロングレンジのデータ分析・集計

Notes

分析DB

Notes

勤怠マスタDB

勤務ｼﾌﾄ・ﾏｽﾀﾃﾞｰﾀ

≪営業所・スタッフ≫
★ノーツ画面から申請
①出退勤申請
②有給休暇申請
③勤務予定＆実績参照

Notes

勤怠DB

★ホワイトカラーと工場現場の従業員の勤怠をノーツドミノで統合管理



事例－③　勤怠システムの概要【タイムレコーダー画面】

★汎用PC上のタイムレコーダー（タッチパネル）で打刻された勤務データを、ノーツのローカル複製機能（自動）でサーバーへ定期更新



事例－③　勤怠システムの概要【ノーツI/FからOracleのデータを抽出・集計】



チェーン・卸・個店をサポートす
る営業担当者を様々な角度から
サポート

事例－④　営業支援システムの概要

★SOHOの個店営業担当者、およびチェーン・卸商談を行なう営業担当者をサポート

Notes

個店カルテDB

Notes

ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ企画
DB

Notes

販促計画DB

Notes

ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ受注DB

Oracle9i

営業関連DB

★携帯電話からお客様の情報を日々エント
リー。ノーツに30分毎に転記（担当者は
SOHO環境で内容を確認、追記）

経営指標データを
Oracle転記

Notes

鮮度管理DB

経営指標データをOracle転記

個店ﾃﾞｰﾀ　
管理ｻｰﾊﾞｰ

（WebServer）

経営指標データを
Oracle転記



事例－⑤　経営コクピットシステムの概要【画面イメージ】

★【週次決算】に対応した“経営情報システム”をノーツインターフェイスで全従業員に提供。現在約60の指標がある

参照したいグラフのタイトル
をダブルクリックすると、エ
クセルが自動起動し、９面
グラフが表示される。

毎週カルビー週締日の翌日に前週までの最新実績を更新



バックグラウンドエージェントのモニター管理

★弊社が独自に開発した「エージェントモニターシステム」により、日々の稼動状況をモニター



最後に･･･

CIO 中田副社長様との出会い

ユーザーとITパートナーの新しい関係

アプリケーション構築ツールとしてのノーツへの期待


